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広域迂回路の確保
国道138号須走道路・御殿場
バイパス、新東名高速道路
（新御殿場IC～伊勢原大山IC）
※国道138号須走道路・御殿場
バイパス、新東名高速道路（新
御殿場IC～御殿場JCT）は4月
10日開通予定

広域迂回路の確保
中部横断自動車道
（下部温泉早川IC～南部IC）

局所的な脆弱箇所を
補強。別線を含めた抜本
的な対策の検討
中央自動車道、国道20号、
国道413号、JR中央本線

中央自動車道

八王子JCT

●国土交通省関東地方整備局道路部
●国土交通省関東運輸局交通政策部
●国土交通省関東運輸局鉄道部
●中日本高速道路（株）八王子支社
  高速道路事業部
●東日本旅客鉄道（株）八王子支社
  総務部経営企画室
●東京都都市整備局都市基盤部
●神奈川県県土整備局
●長野県企画振興部
●長野県建設部
●相模原市都市建設局
●山梨県リニア交通局
●山梨県県土整備部

構成員

20

413

138

新御殿場IC

ぜい じゃく

う かい

　国
道
4
1
3
号
は
、
山
梨
県
と
神
奈
川

県
相
模
原
市
の
住
民
生
活
や
物
流
な
ど
を

支
え
、
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
国
道

20
号
な
ど
の
代
替
路
線
と
な
る
重
要
な
道

路
で
す
が
、
令
和
元
年
の
台
風
第
19
号
に

よ
り
、
国
道
4
1
3
号
の
相
模
原
市
内
8

カ
所
で
崩
落
な
ど
が
発
生
し
、
復
旧
す
る

ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
交
通
強
靱
化
に
向

け
、
相
模
原
市
と
協
定
を
締
結
し
、
災
害

発
生
時
の
情
報
共
有
や
早
期
復
旧
、
道
路

防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
山
梨
県
が
県
外
の
自
治
体
と
道

路
強
靱
化
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
の
は
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

　令
和
元
年
の
台
風
第
19
号
で
は
、東
京
〜
山
梨
間
で
長
期
間
交
通
が
寸
断
さ
れ
、

県
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
県
は
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
災
害
時
に
県
外
と
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
靱
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

災
害
に
負
け
な
い
県
外
と
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保

東京～山梨・長野交通強靱化プロジェクトの取り組みの方向性

災
害
時
も
県
民
生
活
に
必
要
と
な
る

交
通
を
確
保
す
る

赤羽国土交通大臣に要請書を渡す長崎知事ら

【問い合わせ先】 県土整備総務課  TEL 055-223-1668  FAX 055-223-1674

　県
外
と
の
人
や
物
の
流
れ
を
支
え
る
道

路
や
鉄
道
が
災
害
時
に
機
能
停
止
と
な
り
、

県
外
と
の
交
通
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、県
で
は
、道
路
網
の
整
備
や
物
資
・

燃
料
の
確
保
、
発
災
後
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧

対
策
な
ど
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
の
台
風
第

19
号
は
、
短
時
間
に
大
量
の
降
雨
を
も
た

ら
し
、
県
内
の
交
通
機
関
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
ま
し
た
。
特
に
、
東
京
〜
山
梨
・

長
野
を
結
ぶ
中
央
自
動
車
道
、
国
道
20
号
、

J
R
中
央
本
線
が
同
時
に
被
災
し
、
約
1

週
間
に
わ
た
り
県
外
と
の
交
通
が
寸
断
さ

れ
、
通
勤
や
通
学
、
物
流
、
医
療
な
ど
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　こ
の
事
態
を
受
け
、
災
害
復
旧
を
進
め

る
と
と
も
に
、
県
外
と
の
交
通
の
寸
断
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
沿
線
都
県
市

や
道
路
、
鉄
道
管
理
者
と
共
同
し
て
対
策

を
と
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
そ
れ
ら
の

関
係
機
関
と
課
題
を
共
有
し
、
取
り
組
み

の
方
向
性
を
具
体
化
、
検
討
す
る
「
東
京

国
道
4
1
3
号
の
強
靱
化
に
関
す
る

協
定
を
相
模
原
市
と
締
結

協定書を手にする長崎知事と本村相模原市長

　令和元年の台風第19号で東京方面への
道路、鉄道が全て不通となり、都心への通勤・
通学困難、都内在住医師の休診、食料や日用
品の品薄など県民の生活に支障がでました。
　このような事態を再び繰り返さないため、本
プロジェクトでは強靱化に向けた取り組みが着
実に進められ、その成果が表れてきています。

高速道路推進課

名取  優太技師

脆弱箇所の強靱化

県外との交通ネットワークを
寸断させない東京～山梨・長野
交通強靱化プロジェクト

令和元年台風第19号で被害を受けた橋などの復旧状況（国道20号法雲寺橋（左上）、中央自動車道与瀬地区（右上）、JR中央本線（左下））、災害防除工事を実施した国道413号（右下）

〜
山
梨
・
長
野

　交
通
強
靱
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
山
梨
県
が
立
ち
上
げ
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
7
月
、
長
崎
知
事
ら
が
国
土

交
通
大
臣
を
訪
問
し
、
防
災
・
減
災
や
国
土

強
靱
化
対
策
に
必
要
と
な
る
予
算
の
拡
充
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。そ
の
後
、国
が「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
5
か
年
加

速
化
対
策
」
を
新
た
に
予
算
化
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ
の

加
速
化
対
策
を
活
用
し
て
、
交
通
強
靱
化
の

具
体
的
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

被災状況 被災状況

被災状況 施工前
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